
取扱説明書

ラベル自動糊付機
PM-30SSi型

マキー・エンジエアリング株式会社
〒124東京都葛飾区西新小岩小6-7
TEL(03)3696-3221 FAX(03)3696-7340

大阪営業所
〒532大阪市淀川区十三東 1-137
TEL(06)6306-0217 FAX(06)6306-0152

名古屋営業所
〒466名古屋市昭和区東畑町 125-6
TEL(052)732-1831 FAX(052)732-1894

安全防護の為に、取扱説明書は必ずお読み下さい。
本機の仕様は、改良等により予告なく変更する事が有ります。



安全防護のため H.7.6.22

◎ 機 械の運転中は、回転動作、ベル ト部など可動部に手や指など体を触れると、巻込み、挟込で

ての使用はしないで下さい。けが をする危険があります。尚 カバ
ーを取り外し

◎ 保 守、点検等のため、

★瀬重を着脱するとき'  ★ カバーを取外しての作業

☆注油のとき★潮の補給のとき

★ラベルガイドの調節のとき

等の作業をする時は、危F父ですから、必ず電源を切って、けが の無い様に、作業を

行つて下さい。

◎ 水 がかかつたり、薬品に触れる畏れのある場所での使用はしないで下さい。

OHz )で す。(5 0 H z、 6◎ 電 源はAC 1 0 0 V、

適正電源で使用して下さい。

又 部品の交換は、必ず、電源を切り、コンセントを抜いて下さい。◎ カ バーは開ける場合は、



1 外 観図

PM-30SS

取扱説明書

機械構造
電源スィッチを入れますと、40Wの モーターからベルトで回転が伝えられ、
そこからゴムベルト・送り出しゴムロール ・糊車などがギ十一 (歯車)で
廻されます。
軸受にはオイルレスメタルが使ってありますので、時折注油するだけで充分です。
侵1板はアルミ板で、受台 ・糊壼!まアルミ合金で、頻繁に洗う糊壷に取り付く部品
は鏡びないように黄銅を使い、軸にはステンレスを使ってあります。

(1)給紙部
ラベルはよぐほぐして更にクセのあるラベルは、できるだけクセを戻して
からマガジン上に積みます。

A ラ ベルガイドの調節
ガイドのつまみを緩めて、ラベルの幅に合せますが両側のガイドが
大体平行となるように調節いたします。
ラベルを両側から強く押きえすぎると、ラベルの出方が悪 くなります。
ラベルが楽に通るように調節して下さい。

B 逆 転ロールの調節
マガジンに積まれたラベルは、ゴムベルトに依り下から順次繰出されます。
このラベルを逆戻しする方向に回転してぃるのが、逆転ロールと呼ぶ
ロールです。
これはラベルを確実に1枚づつ線出しするためのもので、逆転ロールと
下のゴムベル トとの陳問がラベル 1枚 を通して、下から2枚 目は停めて
おく働きを致します。

瞭間が多すぎると一度に何枚も繰出され、樹草とピニォンロールの間に
くいこんで、ビニオンロールの軸受けのネジを緩めて取り除かなくては
ならない事も起こります。
ラベルは薄いものですから、この徹調鮪は調節ツマミ浅7_Uして致します。
若に遡せば逆転ロー,と上工挫塑_上 進型虹憂直王コ覇蓬玉:狸塑rLが ります。
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ラベルの厚みが変った時、叉逆転ロールが減って外径が変ってきた時、以上の方法
に依って調節して下さい。
尚、始めに 1～ 2枚 のラベルを通しながらツマミで調節すれば、容易に決められます。
又、ラベルを積んで御使用中でも時によっては、更に調節してラベルの繰出しが円滑に
ゆくように致します。
1枚 1枚の調節が出来ましたら、調節ストッパーを固定しますと逆転ロールが下がり
ませんので、逆転ロールがベルトに食込むような事がありません。
従って、機械に無理が掛かりません。

(a 糊 壼部
糊壷はラベルが 1枚づつ出るように調節 した事を確認してから取 り付け下さい。

A 潮 壷の外し方
樹壷は手前の刷壷固定ツマミを外して積に引出せばすぐ取り外せます。
再ぴ糊車を取り付ける時は、ガイドに沿って押込みながら、糊革をどちらの
方向にでも少し廻せば、糊車についている綱車シャフトギャーと側板につい
ている歯車が噛み合って、定位置におさまります。
再び手前の潮壷固定ツマミで固定致します。
又、機械が回転している時は、軽く押込むだけでごく自然に入ります。

ピニオン軸受

ピニオンシ ヤ

綺 鶴節 ツマ ミ

稿駒 ロール

一 つ _

逆転ロール調節 ツマミ
話節 ス トッパー

獅重 固定ツマ ミ

組童シ ャフ ト



糊カキ板
糊カキ板は糊車につく削の量を調節して、ラバルに
つける制を適量にする為のカキ板で、潮カキ板調節
ツマミと一体になっています。ツマミは右に廻せば
潮の量が多 くなり、左に廻せばしぼられます。
糊のつき具合が両端で不均一になった時は、右図の
糊カキ板調節ネジを緩めて、糊カキ板を潮車に平行
に押しつけて締め直します。
又糊童の内部の掃除が不充分で、潮カキ板の裏側や
糊車の表面が汚れているのが原因で測が一様につか
ない事も有りますので注意して下さい。

ピニオンシャフ トギャー

ビニオンシャフトギャーは、ラベルにむらなく糊をつける補助的な役目を
するもので、ラベルによってはこれがなぃと紙の先端と末端 (進行方向に
対して)に 糊がつかない事があります。
糊車とビニオンシャフ トの際間は、なるべく少ない方がラベルに翻がよく
つきますが、余り狭くすると糊の量を糊カキ板で少し加減しても、削車の
糊がピ■オンシャフトに移って、ラがルの表面を汚すことがあります。
もっども適当な際間であっても、糊カキ板をあけすぎると同様の事が起こ
ります。

一般にラベル3～ 4枚 分の際間が適当です。
紙質が多少変ってもそのままでかまいませんが、特に厚い紙に変った時は
再び調節しなければなりません。

2々 揮め、次に糊車とピニォン
之宝学」望囲馳ニユ杢ュ重二主堕比とと生主五x■ 」とこと∠之土望」翌蜘
車に押しっけながら再び丞立上旦主上主立上

糊壷の分解と掃除
概壺は、御使用の後は必ずきれぃに掃除して戴きたいところですから早く
なれて下さい。
順序
1 糊 壷は前方の糊壷固定ツマミを取り、糊壺ガイドに沿い右方
向へ引くと取り出せます。
爪を外します。
糊車シャフ トギャーを持って榊方向に引っ張りますと歯車の
ついた軸が抜き取れます。
潮車の上のピエオンギャーを引き抜きます。
潮車と補助ロールを上方に取り出します。

掃除の後、組み直すには逆の順序にすればよぃわけです。ただ糊車や削車
シャフ トギャーをはめ込む時rま、軸についている突起物 (キー)カギ削車の
中にある溝にはまるようになってぃます。キーが群にはまる直前では歯車
をつかんで、少し廻しながら軽 く押込めば、溝と突起物の合った所で期が
tままります。このキーの働きで糊車を回転させ空廻りを防いでいます。

【糊登掃除の注意点】
・ 潮車の群の部分 ・シャフ ト・糊カキ板部は特に入念に洗って下さい。
,樹 車のキー・スプリング ・ピエオン軸受とギャー関係は、その都度
注油して下さい。
・ 掃除が充分でないと次の分解が困難になり、従って故障の原因とも
なります。
・ 粘着性の強い糊の場合は、各部に糊が入り込んでいますので、暫く
お湯に浸すか溶剤を入れるかして、入念に洗うように願います。

２

３

　

　

４

５

糊 カキ板 調節 ネ ジ
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ラベル速度
スピードコントロールモーターを使用してほりますので、作業速度に合せて
ラベル速度を調節する事が出来ます。
ラベル述度の調飾は、電源スィッチ上部の変速ツマミにて行います。

速度調師範囲 0, 5  ヽ も m/分
6 、3

機械保守
A 注 油
回転部分の期受 (オイルレスメタル)及 びギャー部には、カバーを外して
月に 1‐ヽ 2回 注油して下さい。油はミシン油かマシン油
1 押 さえロールの回転部
2 ビ ニォンシャフ トギャー軸受とビエオンギャー
3 綱 草シャフトギャーとシャフ ト及びキー ・スプリング部
4 ヵ バー内部のギャー部分

B 部 分交換 。その他
交換部品は主にゴム製部分の消耗品です。
1 送 リゴムベル ト・.送り出しロール
ラベルをのせる上板 (マガジン)
外 してかけかえます。

をとあぞ五君京掌ど鎌せヤ尋矛笠う瞥
: 藻橋屋正告督奮彙Kとご喜竿営京

暑雪告岳寄“罷唇響準督↓、rヽ
ず水又は

4 塁縁と皆ル!蓬W雪瞥案好ギ示轟
塀族i、警雫警景ょ
が悪くなった場合は、

アルコール又は揮発油で汚れを取 |

~ ,一



不調時の主な原囲と対策

ラベルが重なっ

ラベルの破れ

ラベル繰出し不良

逆転ロールの調整不良
〃   摩 耗

た りベル トの摩耗
センターロールの摩耗

逆転ロールの押さえすぎ

ラベルガイドの幅を行せすぎる
ラベル押さえスプリンク

｀
破擁

〃  の 摩耗
ゴムベル トの障耗

進転ロール部の再調整
部品交換 (絡紙部の説明参照)

策村1/1f原
丁

フ

ノ/

〃

逆転ロールの調整

//

ん′

一 ― ― 一 一 ― ― ― 一

!

ラベルガイドの再調整
を記部品の交換

〃

〃

綱車が回転しない

ラベルの前後にt41が
つかない

棚壺掃除不良による国若
キー ・スプリングの破損
棚車ギャーの摩耗

rtll範の掃除
キー・スプリングの変換
糊車ギャーの交換

ラベルにクセがある
ピエオンロールギャーの障1朗不適正

ラベルのクセを取ろ
ラベル3～ 4校の除間をとる

一　

　

　

一
／ヽ

，く
ヽ

、「

才
．

二

が
ピ
制

ロ ー ,レに ビニオンロールギャーの下がりすぎ
制量が多過すぎる 糊量を適正にする

駆動不良と停_止 スイッチ不良 ・ギャー噛合わせ不良
モーター不良 ・Vベ ル トの伸び
削壷掃除不良 ,Vベ ル ト切断
ギヤーの振耗

削量不均一

制カキ板がゆるい
かたい

煙 ・異状過熟

渡ヮッシャーの破披

ftB壷掃除不良

モーター不良
ヤ由切れによる回転部不良
削壷の掃除不良による回転不良

棚カキ板が平行に取り付いていない 棚壷部 (2)Bの 糊カキ板を参照

波ワッシャー交換又はツマミの
調節ネジにて行う
糊壷の掃除

モーターの交換
と油と掃除
糊壷の掃除

果状昔 ギャー被傷 ・油切れ
固定ネジのゆるみ

部品交換と注油
ネジを締めつける

左記部品交換と掃除
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